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二
月
二
五
日
、
ム
バ
ラ
ク
元
大
統
領
が
カ
イ
ロ
郊
外
の
ナ
イ
ル
川

を
見
渡
す
国
軍
病
院
で
、
九
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
か
ね
て
よ
り
内

臓
疾
患
が
あ
り
、
緊
急
手
術
を
受
け
た
後
の
死
だ
っ
た
。
葬
儀
は
国

葬
で
は
な
く
、
国
軍
葬
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
葬
儀
に

は
大
統
領
を
は
じ
め
、
首
相
以
下
新
旧
の
政
治
家
、
各
国
大
使
、
宗

教
指
導
者
ら
が
参
列
し
た
。
大
統
領
府
は
三
日
間
の
喪
を
発
表
し
、

学
校
は
一
斉
休
校
と
な
り
、メ
デ
ィ
ア
も
画
面
に
喪
章
を
表
示
し
た
。

実
態
は
国
葬
と
い
え
よ
う
。

　

ム
バ
ラ
ク
は
、
一
九
二
八
年
に
軍
人
を
多
く
輩
出
す
る
こ
と
で
知

ら
れ
る
メ
ノ
フ
ィ
ー
ヤ
県
の
中
流
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
高
校
卒
業
と

と
も
に
士
官
学
校
に
入
学
し
、
空
軍
学
校
の
教
官
、
ソ
連
留
学
な
ど

を
経
て
、
七
三
年
の
第
四
次
中
東
戦
争
で
は
空
軍
司
令
官
と
し
て
エ

ジ
プ
ト
軍
の
躍
進
に
貢
献
し
た
。
初
め
て
政
治
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
サ
ダ
ト
が
陸
軍
を
牽
制
す
る
た
め
、
空
軍
出
身
の
ム

バ
ラ
ク
を
副
大
統
領
に
指
名
し
た
こ
と
に
よ
る
。
八
一
年
に
サ
ダ
ト

が
軍
事
パ
レ
ー
ド
中
に
青
年
将
校
ら
に
暗
殺
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い

大
統
領
に
昇
格
し
、
二
〇
一
一
年
の
政
変
（「
一
月
二
五
日
革
命
」）

で
大
統
領
の
座
を
追
わ
れ
る
ま
で
、
約
三
〇
年
間
権
力
の
座
に
と
ど

ま
っ
た
。

　

ム
バ
ラ
ク
は
、
生
き
残
り
に
長
け
た
人
物
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と

も
六
回
の
暗
殺
未
遂
を
生
き
延
び
た
。
一
一
年
の
政
変
後
は
、
デ
モ

隊
殺
害
命
令
の
容
疑
で
裁
判
に
臨
む
こ
と
に
な
り
、
ベ
ッ
ド
に
横
た

わ
り
な
が
ら
檻
の
よ
う
な
防
御
柵
の
中
で
裁
判
を
受
け
る
姿
は
人
々

に
衝
撃
を
与
え
た
。
し
か
し
、
元
国
軍
総
司
令
官
の
ス
ィ
ー
ス
ィ
ー

福
岡
女
子
大
学
准
教
授

鈴
木
恵
美

三
〇
年
間
エ
ジ
プ
ト
に
君
臨
し
た
ム
バ
ラ
ク
元
大
統
領
。

シ
ナ
イ
半
島
を
奪
還
し
経
済
建
設
を
果
た
し
た
が
、

エ
ジ
プ
ト
革
命
の
顛
末
が
、
評
価
に
影
を
落
と
し
て
い
る
。

す
ず
き　

え
み　

東
京
大
学
大
学
院
総
合

文
化
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
学

術
）。
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究

機
構
主
任
研
究
員
（
研
究
院
准
教
授
）、
在

シ
リ
ア
大
使
館
一
等
書
記
官
な
ど
を
経
て
、

二
〇
二
〇
年
よ
り
現
職
。
著
書
に
『
エ
ジ
プ

ト
革
命
』
な
ど
。

中
東
レ
ポ
ー
ト
④

エ
ジ
プ
ト

評
価
定
ま
ら
ぬ
ム
バ
ラ
ク
元
大
統
領
の
功
罪



中東は戦争を回避できるか

77

が
大
統
領
に
就
任
す
る
と
風
向
き
が
変
わ
り
、
最
終
的
に
無
罪
放
免

と
な
っ
た
。

エ
ジ
プ
ト
革
命
と
は
何
だ
っ
た
の
か

　

二
〇
一
一
年
か
ら
の
政
治
動
乱
を
知
る
も
の
は
、
ム
バ
ラ
ク
の
死

の
報
に
触
れ
、「
革
命
」
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
、
改
め
て
自

問
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
多
く
の
エ
ジ
プ
ト
人
に
と
っ
て
、
ム
バ
ラ
ク

の
功
績
は
軍
人
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
第
三
次
中
東
戦
争
で
壊
滅
状

態
と
な
っ
た
空
軍
を
立
て
直
し
、
第
四
次
中
東
戦
争
で
軍
事
的
に
躍

進
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
政
治
交
渉
で
の
シ
ナ
イ
半
島
奪
還
に
つ

な
が
っ
た
。
大
統
領
と
し
て
は
、サ
ダ
ト
が
築
い
た
、い
わ
ゆ
る
キ
ャ

ン
プ
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
体
制
を
継
承
し
、
親
米
路
線
を
取
り
続
け
た
。

ま
た
戦
争
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
エ
ジ
プ
ト
人
は
経
済
開
発
に
専

念
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、イ
ス
ラ
エ
ル
と
「
冷
た
い
平
和
」

の
関
係
を
維
持
し
た
政
治
家
と
し
て
の
評
価
は
決
し
て
高
く
な
い
。

反
イ
ス
ラ
エ
ル
感
情
の
強
い
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
同
国
へ
の
妥
協
、
ア

メ
リ
カ
追
随
と
見
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

罪
の
側
面
は
、
ナ
セ
ル
以
来
の
警
察
国
家
を
引
き
継
ぎ
、
国
民
の

政
治
的
自
由
を
制
限
し
た
こ
と
、
そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
以
降
は
Ｉ

Ｍ
Ｆ
の
構
造
調
整
政
策
の
実
施
過
程
で
、
社
会
全
体
に
汚
職
を
蔓
延

さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
者
に
対
し
て
は
、
厳
し
く

管
理
あ
る
い
は
弾
圧
し
た
こ
と
で
、
一
部
を
地
下
に
潜
り
急
進
化
さ

せ
た
。
ま
た
、
ナ
セ
ル
時
代
か
ら
の
軍
産
複
合
体
の
拡
大
を
許
し
、

軍
の
経
済
活
動
と
国
家
経
済
が
不
可
分
な
状
態
を
解
消
す
る
策
を
講

じ
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
ム
バ
ラ
ク
に
は
そ
の
意
思
は
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
。
直
接
的
に
は
国
軍
の
権
益
に
手
を
出
さ
な
か
っ
た
。
そ
し

て
、
二
〇
一
一
年
の
政
変
時
に
八
〇
〇
名
を
超
す
犠
牲
者
を
出
し
た

こ
と
も
、
人
々
の
脳
裏
に
生
々
し
く
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

　

ム
バ
ラ
ク
は
、
農
民
ら
し
さ
を
売
り
に
し
た
サ
ダ
ト
と
は
違
い
、

土
臭
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
大
統
領
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
一
年
の

政
変
で
は
、
辞
任
を
迫
る
国
民
に
対
す
る
演
説
で
は
語
気
を
強
め
、

自
分
は
戦
争
で
国
土
を
守
っ
た
の
で
あ
り
、
エ
ジ
プ
ト
は
私
が
死
ぬ

土
地
で
あ
る
と
主
張
し
、
最
後
ま
で
辞
任
や
亡
命
を
拒
否
し
た
。
こ

れ
は
、
単
に
大
統
領
の
座
に
と
ど
ま
る
た
め
の
方
便
で
は
な
く
、
本

人
の
偽
ら
ざ
る
思
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
自
分
に
対
す
る

評
価
は
歴
史
が
決
め
る
と
、
確
固
た
る
自
信
を
見
せ
た
。

　

は
た
し
て
、
今
後
人
々
の
中
に
は
、
ど
ち
ら
の
ム
バ
ラ
ク
像
が
残

る
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
ス
ィ
ー
ス
ィ
ー
政
権
は
国
軍
を
中
心
と
し

た
国
家
体
制
を
強
化
し
、
治
安
の
安
定
を
理
由
に
ム
バ
ラ
ク
期
以
上

に
言
論
の
言
論
や
国
民
の
政
治
的
権
利
を
制
限
し
て
い
る
。
こ
の
分

だ
と
、
ム
バ
ラ
ク
時
代
を
懐
旧
の
念
で
振
り
返
る
人
が
増
え
そ
う
で

あ
る
。
●




